
文章の論理性を考えるセミナー
本科研グループでは、文章の論理性を計算モデルで捉え、ウェブシステムを通して、研究成果を普及していくこ
とを目指しています。2019 年度よりスタートする基盤研究（B）の「論理的文章作成を支援するウェブ型自動処
理システムの開発と普及に関する研究」（研究代表者：李在鎬、研究課題：19H01273）のコアとなるアイデアを
紹介し、参加者の皆さんと意見交換する目的でセミナーを開催します。

日時

場所

定　員：５０名
参加費：無　料
参加希望の方はQRコードのフォーム
に必要情報を入れて事前に参加申込み
してください。

2019 年 7 月 28 日（日）
9:00 ～ 12:00

早稲田大学早稲田キャンパス
26号館 302 教室

第１部：質的アプローチから捉える
　　　　文章の論理性

第２部：量的アプローチから捉える
　　　　文章の論理性

発表１　青木優子：学習者の意見文に見られ
る論理性の欠如

発表２　伊集院郁子：日本語意見文に見られ
る論理展開と評価

発表３　李在鎬：文章の自動解析システム
発表４　李在鎬：統計分析によるモデル化

＊本セミナーは科研費基盤研究（B）（2019～ 2022年度）「論理的文章作成を支援するウェブ型自動処理システムの開発と普及に関する研究」
（研究代表者：李在鎬、研究課題：19H01273）の助成を得て行います。    問い合わせ：李在鎬（lee@waseda.jp）

ウェブサイト：http://kaken.sakura.ne.jp/bunsho/


